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第１章 工事概要 

 

１-１ 調査 

(1)地質調査 

本事業の施行区域は、高知平野北部の三角州または後背地に位置し、厚さ15～20mの泥質

層が主体をなしている。洪積層は、旧期扇状地の扇端部に位置すると考えられ、堆積サイク

ルは小さく、砂礫層と粘土層が互層をなしている。砂礫層は粘土を含み、礫は砂岩、貝岩、

蛇紋岩の半グサレ礫が多い。また、泥質土は、上位で腐敗植物を含むものがある。基盤地質

は、秩父帯中帯の準片岩質砂岩、泥岩互層を主としており、上位は風化されているが、下位

に向かい次第に硬質となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅰ砂礫層：主として久万川による堆積物であり、暗灰～灰褐色を呈する砂及び砂礫で

N=2～21であり、頂部に薄く泥質層を乗せている。 

第Ⅰ泥質層：暗灰色を呈する砂質シルト～粘土であり、全般に腐植物及び貝殻を含み、

N=0～2で非常に柔らかい。 

第Ⅰ砂層(火山灰)：灰色を呈し、N=8～22で中位であり、本層は、九州に噴火源を持つ

火山性ハリ質を主体とする火山灰の降下物が堆積したものである。

第Ⅱ泥質層：暗灰～黒灰色を呈するシルト～粘土で貝殻を含み、N=1～3で柔らかい。 

第Ⅱ砂礫層(洪積層)：暗緑～暗茶褐色を呈する砂礫層で礫は、半グサレが多い。本地点

は、扇端部付近に接しているため、泥質層と互層状態を示し暗灰

～暗緑色のシルト及び粘土で N=3～15を挟んでいる。 

岩層：伊野層の砂岩及び貝岩であり、上位は風化されているが、貝岩は次第に硬質とな

っている。 



 

 

図3-1-1 推定地質断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: 高知駅付近高架化に伴う地質調査 報告書(平成11年 12月) 
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(2)地下埋設物調査 

本事業の鉄道高架化工事の区間全体において、占用者に個別ヒアリングを実施し、支障物

件の机上確認を行うとともに、必要な場合には現地立ち会いによって支障の有無や支障状況

についての確認を行った。 

確認を行った占用者は、次に示すとおりである。 

○高知市水道局 

○高知市建設下水道部 下水道保全課 

○四国電力株式会社 高知支店 

○四国ガス株式会社 高知支店 

○西日本電信電話株式会社 高知支店 

○株式会社エヌ・ティ・ティテレコムエンジニアリング 高知支店 

○株式会社四国情報通信ネットワーク 高知営業所 

○高知ケーブルテレビ株式会社 

○株式会社大阪有線放送 高知放送所 

○キャンシステム株式会社 高知営業所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*各機関、会社名等は、調査当時のもの 
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１-２ 線形、構造などの決定根拠 

(1)高架橋、擁壁盛土の境界位置 

1)起点方 

起点方では、久万川橋梁が河川改修工事により改築されており、平面線形、縦断線形

とも橋梁に支障させないことが前提であり、その終点方 80m 付近にある都市計画道路若

松町比島線に架道橋が必要となることから、その架道橋端部(124k783m46)から工事始点

(124k722m00)までを擁壁区間として、現在線に取り付けた。 

終点方からみた取付部 久万川橋梁から終点方をみる(事業前) 

 

 

 

 

 

 

 

2)終点方 

終点方においては、GL～SL=2.5m までを高架橋とし(128k579m00)、それ以下の GL～

SL=1.0m までを補強盛土区間、GL～SL=0.5mまでを重力式擁壁区間として、現在線に取り

付けた。 

終点方の盛土区間(北側) 終点方の盛土区間(南側) 

 

 

 

 

 

 

 

終点方からみた取付部 終点方から起点方をみる(事業前) 
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(2)高架橋の構造 

高架橋は、景観設計で検討された考え方を基本として、高知駅東側の区間ではスパン 12m、

高知駅西側の区間ではスパン 10mとし、ともに逆台形桁、丸柱 2本脚を採用した。基礎形式

は杭基礎とし、鋼管ソイルセメント杭とした。 

また、景観設計で検討された排水管の柱への埋め込みを実施した。 

 

(3)架道橋の構造 

1)上部工 

構造形式は、RC スラブ桁、RCT 桁、RC ホロー桁、PCI 型桁、PC 下路桁、H 鋼埋込桁、

鋼単純合成鈑桁、鋼単純下路桁等が考えられたが、PC下路桁は、主桁間隔が広く線間 5.5m

での施工は不可能であり、鋼桁については、騒音、振動等の問題から除外した。 

景観設計範囲(124k783m50～125k742m00、126k715m00～128k581m60)については、連続

感を演出するために桁高を一定(1.0～1.1m)としたが、架道橋の支間長が11.2～34.0mと

幅があることから、スパン長別に構造形式を変えている。また、支間が 20m を超える場

合には、耐震上有利でかつ桁高を抑えることができる 3径間連続桁とした。 

景観設計範囲外については、下表のように考えた。 

表3-1-1 架道橋構造 

 適用支間長 
(m) 

桁高 
(m) 

桁高 
スパン比 

備考 

RCホロー桁 ～15m 1.0(1.1) 1/15  

H 鋼埋込桁 15～20m 1.0(1.1) 1/15～1/20 
PC ホロー桁
でも可 

景観設計 

範囲 
3径間連続桁 

20m～ 
(中央スパン) 

1.0(1.1) 1/20～1/33  

RC スラブ桁 ～15m - 1/13～1/15  

RCT 桁 15～20m - 1/12  
景観設計 

範囲外 
PCI桁 20m～ - 1/12～1/13  

*桁高の( )内は、起点方の郊外ゾーン 

資料：連続立体交差事業 概略設計検討等委託業務 報告書(平成 13年 1月) 

2)下部工 

景観設計範囲については、高架橋と同一コンセプトによる橋脚を採用し、フーチング

については、基本的に道路内に入れないことにしたが、やむを得ない場合は、中央スパ

ンで調整した。 

景観設計範囲外については、実績の多いラーメン橋台形式とした。 
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(4)線形の決定根拠 

1)平面線形 

高知駅部は、既存駅の北側に現在線との離隔を 5.5m確保して計画した。 

中間部の起点方については、125k540m 付近のマンションとそこから相生町架道橋に至

る南側の住宅前の生活道路をコントロールポイントとして平面線形を計画した。 

終点方については、高知駅構内で計画線と仮線が交差する部分で仮線敷設前に高架橋

を先行して施工し、南側の道路コントロールとしつつ、道路用地を活用して極力支障家

屋を減らすように計画した。 

2)縦断線形 

景観設計を前提とした縦断線形を基本とし、各交差道路の計画空頭 H=4.7m を確保して、

計画鉄道高さはなるべく凸凹の少ない線形とした。以下に縦断線形の決定状況の概要を

示す。 

ア.起点方のコントロールポイントは、比島東架道橋、比島架道橋とした。 

イ.終点方のコントロールポイントは、入明町架道橋、小津町架道橋、八反田架道橋、

円行寺架道橋とした。 

ウ.高知駅部のコントロールポイントは、高知駅西架道橋とした。 

エ.起点方は、比島東架道橋付近と比島架道橋付近の緩和曲線と縦曲線が競合しない位

置をそれぞれ勾配変更点とし、13.5‰の上り勾配で比島東架道橋の本線起点側の側

道端における桁下空頭 H=3.028m(建築限界 3.00m)、比島架道橋の車道部起点側の側

端部における桁下空頭 H=4.732m を確保した。 

オ.比島架道橋付近より終点方は、比島架道橋をコントロールポイントとした高さ

(RL=7.650m)とした。 

カ.高知駅部は、RL=8.830m とし、起点方の留置線から終点方の留置線までを同じ高さ

とした。 

キ.高知駅より起点方は、留置線部分と縦曲線が競合しない位置より、縦曲線端間が 1

車両長(20m)以上確保できる位置に下ろした。 

ク.高知駅より終点方は、緩和曲線と縦曲線が競合しない位置をそれぞれ勾配変更点と

した。 

ケ.寿町架道橋付近から入明町架道橋をコントロールポイントとした高さ(FL=7.840m)

で Level とした。 

コ.127k540m33 よりコントロールポイントとなる小津町架道橋まで 12.0‰で上げ

(RL=8.340m)、さらに 127k835m00 よりコントロールポイントとなる八反田架道橋ま

で 5.0‰で上げた(RL=9.040m)。 

サ.円行寺口駅ホーム部を Levelとして、128k424m00 より 20.0‰で下げて現在高に取

り付けた。 

 



 

 

図3-1-2 縦断線形のコントロールポイント 
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エ.本線起点側の側道端にお
ける桁下空頭H=3.028m(建
築限界3.00m)の確保 

エ.車道部起点側の側端
部における桁下空頭
H=4.732m の確保 

オ.H=7.650m 

ア 

ア 

ウ 

イ 

カ.高知駅部 
  RL=8.830m

イ 
イ イ 

ケ.H=7.840m 
コ.H=8.340m 

コ.H=9.040m 

コントロールポイント 

*ア、カなどのカタカナは、前ページの各項目に対応
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表3-1-2 縦断線形のコントロールポイント 

 キロ程 
計画 
道路高 
(m) 

桁下 
空頭 
(m) 

桁種 
橋長 
(m) 

桁高 
(m) 

比島東架道橋 124k798m99 1.019 3.028 PC 下路桁 31.10 0.58 

比島架道橋 124k974m76 1.00 4.732 
3 径間連続 
H鋼埋込桁 

82.00 
(25+32+25) 

1.10 

高知駅西架道橋 126k298m12 1.14 4.700 PCI 型桁 29.00 2.40 

入明町架道橋 127k223m84 1.55 4.700 H 鋼埋込桁 20.00 1.00 

小津町架道橋 127k611m37 2.05 4.700 H 鋼埋込桁 19.00 1.00 

八反田架道橋 127k998m76 2.78 4.670 H 鋼埋込桁 20.00 1.00 

円行寺架道橋 128k257m72 2.73 4.700 
3 径間連続 
H鋼埋込桁 

70.00 
(18+34+18) 

1.00 

*比島東架道橋の計画道路高は、側道高であり、建築限界は3.00m。 

PC下路桁の桁高の欄は、床板厚。 

比島東架道橋以外の桁下空頭は、車道端部における高さ。 

RL～SLは、比島東架道橋で 0.70m(バラスト軌道)、それ以外は 0.59m(スラブ軌道)。 

資料:連続立体交差事業 概略設計検討等委託業務 報告書(平成 13年 1月) 

 

(5)仮線路盤の土質強化 
図3-1-3 仮線路盤の横断図 

本事業の施工地区は、元来営業線と民家が近接

しており、仮線への移設によりさらに民家に近づ

くことや、軟弱粘性土地盤であったことなどから、

鉄道路盤工の盛土による圧密沈下の防止、路盤強

度の確保が必要となった。 

そこで、その対応策としてジオセルを用いた強

化路盤を採用し、安全な列車走行を確保するとと

もに、沿線地域の家屋への影響を抑制した。 

 

図3-1-4 ジオセルの構造 図3-1-5 ジオセル路盤標準部断面図 
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(6)車両基地 

1)車両基地の移転箇所の選定 

a.移転候補地の抽出 

車両基地の移転箇所は、高知駅からの回送などの車両運用を考慮し、近郊の輸送段

差のある駅付近を候補として検討した。 

当時は、「土佐山田駅」、「高知駅」、「伊野駅」、「須崎駅」に輸送段差があり、その周

辺での数 ha の用地確保の可能性を勘案し、移転候補地として 5箇所が選定されたが、

そのうち「須崎駅付近」については、高知駅からの距離が長く、列車運用上のロスが

無視できないことから除外し、「ア.土佐山田駅付近」、「イ.高知駅付近(布師田)」、

「ウ.高知駅付近(土佐一宮)」、「エ.伊野駅付近」の 4箇所を移転候補地とした。 

b.車両基地の移転箇所の決定 

先の移転候補地について、高知駅からの距離、行違設備、土地確保の状況、工事費

などを勘案し、総合的にみて「ウ.高知駅付近(土佐一宮)」を移転地として決定した。 

 

図3-1-6 車両基地の移転候補地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料:高知駅付近高架化車両基地移転他基本設計 報告書(平成4年3月、四国旅客鉄道株式会社) 

 *一部加工 



 

 

表3-1-3 車両基地の移転候補地比較表 
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資料:JR土讃線連続立体交差事業 比較設計協議資料(H6.10.31、高知県) 
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2)車両基地規模の設定 

車両基地の規模は、既存設備と同等程度として計画した。 

表3-1-4 車両基地の規模 

項目 既存設備等 計画設備等 

配置車両数 車両種別 DC 73 両 使用 63 予備 10 73 両 使用 63 予備 10 

      DL 2 両  2 両  

      PC 6 両  6 両  

検修設備等 交番検査線 
臨時修繕線 

1 両× 9 線 
2 両× 2 線 

・全両数分ピット、
検修戸(7線,2線) 

2両× 3線 ・全両数分ピット、
検修戸 

 車輪削正線 5 両× 1 線 ・1 両分検修庫及び
削正設備、ピット 

5両× 1線 ・1 両分検修庫及び
削正設備、ピット 

 洗浄、汚水抜取線 6 両× 1 線 ・洗浄、抜取設備 6両× 1線 ・洗浄、抜取設備 

留置設備等 仕業・留置線 9 両× 1 線 ・給油、給水設備 7両× 1線 ・給油、給水設備及
び 6両分ピット 

  6 両× 2 線 ・全線給油、給水設
備 
・1線ピット 

6両× 1線 ・給油、給水設備及
びピット 

  4 両× 4 線 ・3 線分給油、給水
設備 
・1線ピット 

5両× 2線 ・1 線給油、給水設
備 
・1線留置 

  1 両×10 線 ・4 線ピット 4両× 3線 ・2 線給油、給水 
・1線留置 

 引上線 8 両× 1 線  2両× 6線 

8両× 1線 

・ヤナギ配線 

 転車線 1 線 ・転車台 1 線 ・転車台 

 保線引上線 1 線  1 線 ・検修庫 30m及びピ
ット 22m 

その他設備 事務所建物 1 式  1 式  

 汚水処理設備 1 式  1 式  

 排水処理設備 1 式  1 式  

資料:JR土讃線連続立体交差事業 比較設計協議資料(H6.10.31、高知県) 

 

(7)行違設備 

土佐一宮駅付近に車両基地を移転した場合、高知駅～車両基地間の回送列車が生じること

になるが、土讃線は単線で線路容量が不足することから、中間部の薊野駅付近に行違設備を

設置した。 

行違設備の設置に当たっては、薊野駅の取り扱い、分岐器の形状、都市計画道路はりまや

町一宮線の支障状況などを勘案し、薊野駅を移設した上で 2面 2線に改築し、起点方分岐を

12#片開き、終点方分岐器を 16#両開き(ホームから150m離す)とする計画案を採用した。 

 



 

 

 

図3-1-7 線路容量(平成 3年[1991]頃の列車運行による) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料:高知駅付近高架化車両基地移転他基本設計 報告書(平成 4年 3月、四国旅客鉄道株式会社) 
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１-３ 施工順序 

 

施工順序の大きな流れは、行違設備と車両基地の建設→車両基地移転→旧車両基地撤去→

仮線敷設→仮線切替→高架橋工事→高架切替であるが、高架区間の高知駅部の終点方で計画

線と仮線が交差する箇所では、仮線敷設に先行して高架橋を建設し、その他の箇所でも仮線

切替までに高架橋工事を部分的に進めた。仮線切替は、高知駅起点方を先に行った後、終点

方では八反田架道橋以西から先に切り替え、最後に高知駅西～八反田架道橋までを切り替え

た。 

○仮線工事着手 ：平成 11年(1999) 3月 

○高架橋本体工事着手 ：平成 12年(2000) 9月 

○行違設備供用開始 ：平成 13年(2001) 3月 

○高知駅東仮線切替 ：平成 13年(2001) 3月 

○車両基地供用開始 ：平成 14年(2002) 3月 

○高知駅西仮線(八反田以西)切替 ：平成 15年(2003)10 月 

○駅部仮線切替 ：平成 16年(2004) 5月 

○高知駅西仮線(最終)切替 ：平成 16年(2004)11 月 

○高架切替 ：平成 20年(2008) 2月 

○工事完了(予定) ：平成 22年(2010) 5月 

 

図3-1-8 高架橋の施工順序(1) 
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図3-1-9 高架橋の施工順序(2) 
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図3-1-10 高架橋の施工順序(3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N 



第３編 第１章 工事概要 

 160

１-４ 工程 

 

高架区間の工事は、下図のような工区に分けられ、次ページ示すような工程で工事を進め

た。 

 

図3-1-11 高架区間の工区 
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表3-1-5 工程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8/18 10/25 7/23 9/14

10/30 8/31 1/6

2/14

10/30 10/30

11/15 12/16

9/18 8/7

1/5 8/29

10/18 8/5

3/24 3/2

11/15 8/31 11/7

2/14

12/24 5/30

12/24 2/7

12/24 12/22

11/20 10/31

11/20 11/20

⑦工区

⑧工区

④工区

⑤工区

⑬工区

⑨工区

⑩工区

⑪工区

⑫工区

駅工区

⑥工区

１８年度 １９年度

②工区

③工区

２０年度

①工区

１２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度

1
6
1
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